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故
郷
の
柴
又
に
帰
っ
て
き
た
フ
ー
テ
ン
の
寅

は
、
実
ら
ぬ
恋
で
ひ
と
騒
動
を
起
こ
し
て
は
家

族
と
口
論
し
、
ト
ラ
ン
ク
を
手
に
ま
た
旅
に
出

る
。
映
画
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
で
あ
る
。

幕
切
れ
の
間
近
、
寅
は
旅
先
か
ら
し
ば
し
ば

お
詫
び
の
は
が
き
を
書
い
た
。

〈
思
い
起
こ
せ
ば
、
恥
ず
か
し
き
こ
と
の

数
々
、
今
は
た
だ
後
悔
と
反
省
の
日
々
を
過
ご

し
お
り
ま
す
れ
ば
、
ど
う
か
お
忘
れ
い
た
だ
き

た
く
…
。
車
寅
次
郎
〉。
味
の
あ
る
金
釘
流
の

文
字
に
重
な
る
渥
美
清
さ
ん
の
声
を
、
ご
記
憶

の
方
は
多
か
ろ
う
。

寅
さ
ん
ほ
ど
に
は
恋
も
口
論
も
し
な
い
の
で

詫
び
状
は
な
い
が
、
毎
年
こ
の
季
節
、
1
枚
、

2
枚
と
、
行
楽
の
旅
先
に
い
る
誰
か
し
ら
か
ら

絵
は
が
き
が
届
く
。

陰
暦
7
月
の
異
称
を
「
文
月
」
と
い
い
、
8

月
を
「
葉
月
」
と
い
う
。
そ
の
名
称
は
文
通
の

「
文
」、
は
が
き
の
「
葉
」
に
由
来
す
る
…
わ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
語
源
は
別
に
あ
る
の
だ

が
、
私
は
勝
手
に
〔
絵
は
が
き
の
季
節
〕
と
名

づ
け
て
来
信
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

い
ま
こ
こ
に
い
る
、
と
知
ら
せ
て
く
る
だ
け

で
、
中
身
は
ど
う
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
自
分

だ
っ
て
、
つ
い
何
日
か
前
ま
で
は
こ
こ
に
い
て

あ
く
せ
く
し
て
い
た
く
せ
に
、「
ど
う
だ
い
、

東
京
は
相
変
わ
ら
ず
暑
い
か
ね
？
」
な
ど
と
要

ら
ざ
る
質
問
を
し
て
く
る
の
も
い
る
。

そ
れ
で
も
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
の
は
、
美
し

い
景
色
が
あ
り
、
土
地
の
お
い
し
い
料
理
も
あ

り
、
日
常
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
に
囲
ま

れ
た
な
か
で
、
自
分
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く

れ
た
。
そ
の
気
持
ち
で
あ
る
。

い
ま
は
亡
き
川
柳
作
家
の
時
実
新
子
さ
ん
に

一
句
が
あ
っ
た
。〈
じ
ん
と
く
る
手
紙
を
く
れ

た
ろ
く
で
な
し
〉。
同
性
の
友
人
で
あ
れ
、
惚

れ
た
腫
れ
た
と
は
無
縁
の
幼
な
じ
み
で
あ
れ
、

文
面
を
こ
と
ご
と
く
恋
文
に
し
て
し
ま
う
よ
う

な
魔
法
が
絵
は
が
き
に
は
あ
る
。

「
×
×
に
て
」。大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
が
、

差
出
人
の
住
所
欄
に
お
お
ざ
っ
ぱ
な
地
名
し
か

書
か
れ
て
い
な
い
の
も
絵
は
が
き
の
功
徳
で
あ

る
。
返
信
の
出
し
よ
う
が
な
い
。
も
ら
う
の
は

う
れ
し
い
く
せ
に
、
仕
事
以
外
で
字
を
書
く
の

が
苦
手
な
筆
無
精
の
ろ
く
で
な
し
は
、
い
つ
も

ホ
ッ
と
安
堵
の
息
を
つ
く
。

コラム

絵

は

が

き

竹 

内　

政 

明

読
売
新
聞
東
京
本
社
論
説
委
員

コ
ラ
ム『
編
集
手
帳
』
執
筆
者

ま
さ

あ
き

う
ち

た
け
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調査室レポート

は
じ
め
に
〜
調
査
の
目
的

　

近
年
、（
昭
和
／
平
成
）
合
併
前
の
旧

市
町
村
や
小
学
校
区
な
ど
を
範
域
と
し

て
「
地
域
運
営
組
織
」
を
設
立
し
、
広
域

的
な
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
枠
組
み
を

構
築
す
る
取
り
組
み
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、「
地
域
運
営
組
織
」
に
関

す
る
個
別
の
事
例
報
告
は
少
な
く
な
い
も

の
の
、
全
国
俯
瞰
的
に
こ
う
し
た
取
り
組

み
が
ど
れ
だ
け
拡
が
り
、
ど
の
よ
う
に
運

用
さ
れ
て
い
る
か
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
明

ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
全
国
町
村
会
調
査
室
で
は
、
鳥

取
大
学
地
域
学
部
筒
井
一
伸
准
教
授
、
Ｊ

Ｃ
総
研
の
小
林
元
主
任
研
究
員
と
共
同

で
、
全
市
区
町
村
に
郵
送
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
配
布
し
、
各
市
区
町
村
に
お
け

る
「
地
域
運
営
組
織
」
の
設
立
・
運
営
状

況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

調
査
に
際
し
て
は
、
各
市
区
町
村
、
各

都
道
府
県
町
村
会
の
皆
様
に
、
お
忙
し
い

な
か
、
時
間
を
割
い
て
ご
対
応
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

調
査
分
析
結
果
が
お
お
よ
そ
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、「
調
査
室
レ
ポ
ー
ト
」
と

し
て
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

調
査
結
果
の
概
要

　
　
　
　
　

　

有
効
回
答
数
1
2
9
0
市
区
町
村
の
う

ち
、
3
5
3
市
区
町
村
に
て
、
地
域
運
営

組
織
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

た
だ
し
、地
域
差
が
あ
り
ま
す
。第
1
図
は

都
道
府
県
ご
と
に
設
置
市
区
町
村
の
割
合

を
示
し
た
も
の
で
す
が
、中
国
地
方
の
ほ
か

岩
手
・
宮
城
・
新
潟
・
福
井
・
兵
庫
・
愛
媛
・

大
分
・
宮
崎
の
各
県
で
設
置
が
進
む
一
方
、

首
都
圏
や
近
畿
南
部
お
よ
び
北
海
道
・
沖
縄

県
で
は
あ
ま
り
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
背
景
に
は
都
道
府
県
ご
と
の
「
平

成
の
合
併
」
の
進
捗
状
況
の
違
い
が
影
響

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
第
2
図
を

見
る
と
、
市
町
村
減
少
率
が
高
い
（
合
併

が
進
ん
だ
）
都
道
府
県
ほ
ど
地
域
運
営
組

織
の
設
置
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
市
区
町
村
に
お
け
る
地
域
運
営
組
織

の
設
置
時
期
（
市
区
町
村
で
地
域
運
営
組

織
が
最
初
に
設
置
さ
れ
た
年
）
を
見
て
も

（
第
3
図
）、「
平
成
の
合
併
」
以
降
に
、
地

域
運
営
組
織
の
設
置
が
急
速
に
進
ん
だ
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
（
注
1
）。

　

た
だ
し
、
同
時
期
に
合
併
を
し
な
か
っ

た
自
治
体
で
も
地
域
運
営
組
織
の
設
置
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
背
景
を
探
る
た
め
に
、
合
併
を
し

な
か
っ
た
自
治
体
に
し
ぼ
っ
て
地
域
運
営

組
織
の
活
動
内
容
を
分
析
し
ま
し
た
（
第

4
図
）。
こ
こ
で
は
、
人
口
密
度
に
応
じ
て

大
き
く
3
つ
の
地
域
類
型
に
区
分
し
て
比

較
し
て
い
ま
す
。「
人
口
密
度
5
0
0
人
／

㎢
以
上
」
は
都
市
自
治
体
、「
人
口
密
度

1
0
0
人
／
㎢
未
満
」
は
山
間
部
の
自
治

体
、「
人
口
1
0
0
〜
4
9
9
人
／
㎢
」
は

そ
の
中
間
と
考
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

環
境
保
全
、
防
災
・
交
通
安
全
、
イ
ベ

ン
ト
運
営
に
関
す
る
活
動
は
地
域
類
型

に
か
か
わ
ら
ず
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
伝
統
文
化
・
経
済
活
性
化
・
農

林
業
支
援
・
都
市
農
村
交
流
・
生
活
支
援

に
関
す
る
活
動
は
、
山
間
部
の
自
治
体
ほ

ど
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
都
市
部

の
地
域
運
営
組
織
に
比
べ
て
、
農
山
村
地

域
の
地
域
運
営
組
織
は
、
生
活
福
祉
・
経

【
調
査
概
要
】

〇
調
査
対
象

2
0
1
2
年
11
月
１
日
時
点
の
全
市
区
町
村

（
7
8
8
市
・
7
4
7
町
・
1
8
4
村
＋
東
京
23
区
）

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
担
当
者
宛
に
送
付

〇
調
査
期
間

発
送
：
2
0
1
2
年
11
月
16
日

最
終
締
切
：
2
0
1
3
年
３
月
31
日

〇
回
答
数

1
2
9
4
市
区
町
村
（
回
収
率
74
・
3
％
）

※
な
お
、
本
調
査
に
お
い
て
「
地
域
運
営
組
織
」

と
は
、
地
方
自
治
法
も
し
く
は
合
併
特
例
法
に
も

と
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
地
域
自
治
区
・
合
併
特
例

区
、
な
ら
び
に
校
区
あ
る
い
は
旧
町
村
な
ど
の
一

定
の
区
域
に
設
置
さ
れ
た
、
地
域
課
題
の
解
決
や

ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
ぼ
全
世
帯
を

構
成
員
と
す
る
組
織
を
指
す
も
の
と
し
ま
す
。

地域運営組織の設立・運営状況に
関するアンケートの結果

中間報告

調査室レポート 第１回
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1 

▶  

第
１
図

地
域
運
営
組
織
設
置
市
区
町
村
の
割
合

（
都
道
府
県
別
）

▶  

第
２
図

「
平
成
の
合
併
」
期
の
市
町
村
減
少
率
と

地
域
運
営
組
織
の
設
置
率
の
比
較

▶  

第
３
図

地
域
運
営
組
織
の
設
置
時
期
（
市
区
町
村
で

地
域
運
営
組
織
が
最
初
に
設
置
さ
れ
た
年
）

▶  

第
４
図

地
域
運
営
組
織
の
活
動
内
容（
自
治
体
の
人
口

密
度
区
分
に
よ
り
比
較
：「
平
成
の
合
併
」
期
に

合
併
を
し
な
か
っ
た
自
治
体
の
み
）
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済
分
野
に
も
活
動
を
展
開
し
て
い
る
点
が

特
徴
的
で
す
。

経
済
的
疲
弊
や
、
人
口
減
・
高
齢
化
に

伴
う
生
活
福
祉
上
の
課
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
課
題
に
対
し
て
、
農
山
村
の
強
み

で
あ
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ベ
ー
ス
に
し

た
地
域
の
つ
な
が
り
力
を
活
か
し
て
対
応

し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
の
表
れ

が
、
こ
う
し
た
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

お
わ
り
に

　

自
治
行
政
の
み
な
ら
ず
、
国
土
政
策
・

農
林
水
産
政
策
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
政
策
の
俎
上

に
載
せ
る
動
き
が
盛
ん
で
す
。
し
か
し
、

今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う

に
、
地
域
運
営
組
織
に
関
す
る
取
り
組
み

ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
地
域
を
と
り
ま
く
状

況
に
応
じ
て
、
設
置
・
活
動
実
態
は
多
様

で
す
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
政
策
は
、

全
国
一
律
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
実
態
を
ふ
ま
え
て
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
現
地
調
査
も
ふ
ま
え
、
詳
細
な

調
査
結
果
を
あ
ら
た
め
て
お
届
け
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

全
国
町
村
会
総
務
部

 

調
査
室
長　

坂
本　

誠

（
注
1
）
1
9
7
0
年
代
か
ら
80
年
代
に
か

け
て
小
さ
な
山
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期

は
、
現
在
と
同
様
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す

る
議
論
や
施
策
の
導
入
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た

時
代
で
し
た
。
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建
物
災
害
共
済
事
業

　

建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の
所
有
す
る
建
物

等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を

相
互
救
済
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
よ
り
地

方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営

の
委
託
）の
規
定
に
基
づ
き
、全
国
自
治
協
会
が
受
託

事
業
と
し
て
実
施
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
並
び
に
各
都
道
府
県
町

村
会
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を
得
て
事
業
基
盤
は

順
調
に
推
移
し
て
き
た
。
近
年
は
、
委
託
団
体
の
減

少
に
伴
い
分
担
金
収
入
は
減
収
が
続
い
て
い
た
が
、

本
年
度
は
二
十
三
年
度
同
様
に
契
約
件
数
の
増
加
に

よ
り
増
収
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
事
業
の
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、
制
度
内
容
の
周
知
を
は
か
る
と
と
も
に
、
共

済
委
託
団
体
の
財
政
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、
共
済

委
託
物
件
の
継
続
加
入
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
正
味
財
産
は
、
共
済
基
金
分

担
金
収
入
六
○
億
五
、
一
七
九
万
余
円
等
を
含
む
経

常
収
益
合
計
九
六
億
一
、
五
八
〇
万
余
円
（
前
年
度

比
二
〇
・
三
％
増
）
と
共
済
金
四
五
億
六
、
四
四
二

万
余
円
を
含
む
事
業
費
計
九
六
億
九
七
四
万
余
円
及

び
管
理
費
計
五
億
三
、
三
五
六
万
余
円
を
あ
わ
せ
た

経
常
費
用
一
〇
一
億
四
、三
三
〇
万
余
円
（
同
一
四
・

五
％
増
）
と
の
差
引
き
五
億
二
、
七
五
〇
万
余
円
が

減
少
し
、
三
二
九
億
四
八
五
万
余
円
と
な
っ
た
。
当

期
増
減
額
に
つ
い
て
は
、
基
金
積
立
金
の
み
四
億
九

七
四
万
余
円
の
増
加
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
風
水
害
等
自
然
災
害
に
対
す
る

共
済
金
や
地
震
等
の
被
害
に
対
す
る
災
害
見
舞
金
の

支
払
い
に
備
え
る
異
常
危
険
準
備
金
へ
一
億
六
〇
五

万
余
円
を
繰
入
れ
、
事
業
収
支
の
欠
損
を
て
ん
補
す

る
た
め
異
常
危
険
準
備
金
か
ら
一
○
億
四
、
三
三
〇

万
余
円
の
取
崩
を
行
っ
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
受
託
及
び
羅
災
状
況
等
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1
、
受
託
状
況

　

平
成
二
十
四
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
1
）
の

と
お
り
で
あ
る
。
受
託
件
数
は
三
七
五
、
○
九
五
件

で
、
前
年
度
比
一
、
六
六
四
件
（
同
○
・
五
％
）
の

増
と
な
っ
た
。
ま
た
、
共
済
責
任
額
は
前
年
度
比
三

三
○
億
余
円
減
の
三
一
兆
五
三
一
億
余
円
と
な
っ

た
。
収
入
分
担
金
は
六
○
億
五
、一
七
九
万
余
円
で
、

前
年
度
実
績
六
○
億
一
四
六
万
余
円
に
比
し
五
、
○

三
三
万
余
円
（
同
○
・
八
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

2
、
罹
災
状
況

　

平
成
二
十
四
年
度
の
罹
災
状
況
は
、
表
（
2
）
の

と
お
り
で
あ
る
。
罹
災
件
数
は
六
、
四
五
八
件
で
、

前
年
度
よ
り
一
、
五
七
四
件
（
同
三
二
・
二
％
）
の

増
と
な
り
、支
払
共
済
金
は
前
年
度
よ
り
一
四
億
七
、

六
八
五
万
余
円
（
同
四
七
・
八
％
）
増
の
四
五
億
六
、

四
四
二
万
余
円
と
な
っ
た
。
な
お
、
収
入
分
担
金
六

○
億
五
、一
七
九
万
余
円
に
対
す
る
損
害
率
は
七
五
・

四
％
で
あ
る
。

3
、
用
途
別
罹
災
状
況

　

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
、
表
（
3
）
の
と
お
り
で

あ
る
。
罹
災
件
数
は
学
校
関
係
施
設
が
最
も
多
く
、

支
払
共
済
金
及
び
用
途
別
の
損
害
率
に
お
い
て
は
環

境
衛
生
施
設
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

4
、
支
払
備
金

　

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と
な
っ

公
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平
　
　
　
成

二
十
四
年
度

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会

　

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
の
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
公
有
物
件
（
建
物
・
自
動
車
）
の
災

害
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
五
年
六
月
十
四
日
開
催
の
理
事
会
の
承
認
を
得
、
同
月
二
十
六
日
の
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て
報
告
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
。
町
村
週
報
へ
の
掲
載
は
、
公
有

物
件
災
害
共
済
規
約
第
十
八
条
の
『
地
方
自
治
法
二
六
三
条
の
二
の
第
二
項
に
定
め
る
事
業
の
経
営
状
況
の
通
知
等
は
、「
町
村
週
報
」
に

掲
載
す
る
』
と
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

表⑴　建物共済受託実績
区　　　分 平成24年度 平成23年度 比較増減 増減率

件　　　数 375,095件 373,431件 1,664件 0.5％

共済責任額 31,053,191,074千円 31,086,269,072千円 △33,077,998千円 △0.1％

収入分担金 6,051,797,409円 6,001,462,046円 50,335,363円 0.8％

（注）△印は減を示す。

表⑵　建物共済罹災状況
区　　　分 平成24年度 平成23年度 比較増減 増減率

件 数 6,458件 4,884件 1,574件 32.2％

支払共済金 4,564,423,512円 3,087,569,430円 1,476,854,082円 47.8％

損 害 率 75.4％ 51.4％ 24.0％ ─

表⑶　建物共済用途別罹災状況
用　途　別 件　　数 支払共済金 損　害　率

建　

物　

共　

済

学 校 関 係 施 設 1,293件（ 20.0％） 494,499,184円（ 10.8％） 8.2％（ 36.6％）

役 場 関 係 施 設 528　（　8.2　） 375,971,664　（　8.2　） 6.2　（ 95.3　）

医 療 関 係 施 設 106　（　1.6　） 87,969,536　（　1.9　） 1.4　（ 41.0　）

住 宅 施 設 307　（　4.8　） 324,353,851　（　7.1　） 5.4　（ 68.1　）

社会教育・文化施設 822　（ 12.7　） 441,041,365　（　9.7　） 7.3　（ 48.8　）

福 祉 関 係 施 設 515　（　8.0　） 244,987,671　（　5.4　） 4.0　（ 45.3　）

体育・レクリエーション施設 899　（ 13.9　） 502,356,681　（ 11.0　） 8.3　（ 60.8　）

環 境 衛 生 施 設 956　（ 14.8　）1,259,471,195　（ 27.6　）20.8　 （186.9　）

そ の 他 の 施 設 1,032　（ 16.0　） 833,772,365　（ 18.3　）13.8　 （132.8　）

合　　　　　　　計 6,458　（100.0　）4,564,423,512　（100.0　）75.4　 ─

（注） 損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、（  ）は各用途別区
分収入に対する用途別の損害率である。

表⑷　建物共済災害見舞金給付状況等
区　　　分 平成24年度 過　年　度 合　　　計

件 数 － 件 892件 892件

災害見舞金給付額 － 円 796,277,893円 796,277,893円

未 払 費 用 2,529,937円 332,130,901円 334,660,838円

合　　　　　 計 2,529,937円 1,128,408,794円 1,130,938,731円
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て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金
を
概
算
見

積
り
の
う
え
、
二
九
億
八
、
五
一
九
万
余
円
を
本
年

度
支
払
備
金
と
し
て
計
上
し
た
。

5
、
異
常
危
険
準
備
金

　

風
水
災
、
地
震
・
津
波
等
の
巨
大
災
害
リ
ス
ク
に

備
え
る
た
め
、
一
一
五
億
一
、
二
四
七
万
余
円
を
異

常
危
険
準
備
金
と
し
て
計
上
し
た
。

6
、
災
害
見
舞
金

　

災
害
見
舞
金
は
、
自
然
災
害
（
地
震
・
噴
火
・
津

波
に
よ
る
損
害
）
に
対
し
て
給
付
す
る
が
、
平
成
二

十
四
年
度
に
お
い
て
は
、
表
（
4
）
の
と
お
り
で
あ

る
。

7
、
諸
積
立
金

　

平
成
二
十
四
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財

産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備
積
立
金（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
三
二
九
億
四
八
五
万

余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金
三
一
七

億
二
、
一
三
○
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金
一
一
億

八
、
三
五
四
万
余
円
で
あ
る
。

8
、
消
防
設
備
資
金
融
資

　

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融
資
と
し

て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況
は
表
（
5
）
の
と

お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

　

自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村
が
管
理
、
使
用

す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
及
び
自
動
車
に

よ
っ
て
生
じ
た
共
済
委
託
町
村
が
被
る
法
律
上
の
損

害
賠
償
額
を
相
互
に
救
済
す
る
た
め
、
建
物
災
害
共

済
事
業
と
同
様
、地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二（
相

互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）
の
規
定
に
よ
る
共
済
事

業
と
し
て
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
に
発
足
し
た
。
こ

の
間
、
共
済
委
託
町
村
並
び
に
各
都
道
府
県
町
村
会

の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を
得
て
事
業
基
盤
は
順
調

に
推
移
し
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
本
共
済
事
業
の
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
制
度
内
容
の
周
知
を
は
か
る
と
と
も

に
、
事
故
に
よ
っ
て
生
ず
る
事
故
処
理
に
つ
い
て
は

査
定
専
門
員
を
配
置
し
、
査
定
体
制
の
強
化
を
は
か

り
早
期
か
つ
適
正
な
解
決
に
努
め
て
い
る
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
正
味
財
産
は
、
共
済
基
金
分

担
金
収
入
二
七
億
六
、
四
六
七
万
余
円
等
を
含
む
経

常
収
益
合
計
三
一
億
九
、
二
八
七
万
余
円
（
前
年
度

比
〇
・
一
％
増
）
と
共
済
金
一
五
億
四
、
七
四
五
万

余
円
等
を
含
む
事
業
費
計
二
七
億
六
、
一
九
一
万
余

円
及
び
管
理
費
計
一
億
四
、
〇
二
二
万
余
円
を
あ
わ

せ
た
経
常
費
用
二
九
億
二
一
四
万
余
円
（
前
年
度
比

九
・
六
％
減
）
と
の
差
引
き
二
億
九
、
〇
七
三
万
余

円
が
増
加
し
、
一
一
九
億
九
、
〇
二
〇
万
余
円
（
前

年
比
二
・
五
％
増
）
と
な
っ
た
。
当
期
増
減
額
に
つ

い
て
は
、
基
金
積
立
金
が
一
億
二
、
七
一
三
万
余
円
、

運
営
準
備
積
立
金
が
一
億
七
、
〇
六
九
万
余
円
の
増

加
と
な
っ
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1
、
受
託
状
況

　

平
成
二
十
四
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
6
）
の

と
お
り
で
あ
っ
て
、
共
済
基
金
分
担
金
収
入
総
額
は
、

二
七
億
六
、
四
六
七
万
余
円
で
前
年
度
実
績
に
比
し
、

四
、
四
四
三
万
余
円（
○
・
二
％
）の
減
と
な
っ
た
。

　

共
済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共
済
に
お

い
て
は
、
一
○
九
、
六
二
九
台
で
前
年
度
比
三
九
七

台
（
○
・
四
％
）
の
減
、
収
入
分
担
金
一
二
億
六
、

二
三
六
万
余
円
で
、前
年
度
比
三
一
○
万
余
円
（
○
・

二
％
）
の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、
賠
償
共
済
に
お
い

て
は
対
物
賠
償
共
済
一
一
三
、
六
一
七
台
で
前
年
度

比
八
九
三
台
（
○
・
八
％
）、対
人
賠
償
共
済
一
一
三
、

三
五
四
台
で
、
前
年
度
比
八
九
四
台
（
○
・
八
％
）

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
収
入
分
担
金
は
対
物
賠
償
共
済

九
億
五
、
八
五
五
万
余
円
で
前
年
度
比
五
、
○
二
三

万
余
円
（
○
・
五
％
）
の
増
、
対
人
賠
償
共
済
五
億

四
、
三
七
五
万
余
円
で
、
前
年
度
比
六
三
五
万
余
円

（
一
・
二
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

2
、
損
害
の
状
況

　

平
成
二
十
四
年
度
の
損
害
状
況
は
表
（
7
）
の
と

お
り
で
あ
る
。
損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
七
、
四
一

三
件
、
前
年
度
比
二
三
九
件
、
対
物
賠
償
共
済
は
二
、

一
二
○
件
、
前
年
度
比
六
○
件
の
増
、
対
人
賠
償
共

済
は
一
六
九
件
で
前
年
度
比
九
件
減
少
し
た
。

　

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比
べ
、
車

両
共
済
が
七
・
八
％
減
少
し
た
が
、
対
物
賠
償
共
済

は
二
・
七
％
増
加
、
対
人
賠
償
共
済
は
三
・
六
％
減

少
し
た
。

3
、
支
払
備
金

　

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と
な
っ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金
を
概
算
見

積
り
の
上
、
平
成
二
十
四
年
度
支
払
備
金
と
し
て
九

九
五
件
、
三
億
一
、
八
三
六
万
余
円
を
計
上
し
た
。

4
、
異
常
危
険
準
備
金

　

大
事
故
支
払
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
、四
四
億
二
、

三
四
七
万
余
円
を
異
常
危
険
準
備
金
と
し
て
計
上
し

た
。

5
、
諸
積
立
金

　

平
成
二
十
四
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財

産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）
お
よ
び
運
営
準
備
積
立
金

（
事
業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
、
一
一
九
億
九
、

〇
二
○
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立

金
四
三
億
七
、
○
一
一
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金

七
六
億
二
、
○
○
九
万
余
円
で
あ
る
。

表⑸　消防設備資金融資
貸 付 年 度 貸付件数 貸　付　額 償還済額 本年度末未償還元金
平成18年度 114 1,950,800,000円 1,635,887,000円 314,913,000円
平成19年度 98 1,750,800,000　 1,186,820,000　 563,980,000　
平成20年度 99 1,879,300,000　 990,017,000　 889,283,000　
平成21年度 82 1,633,900,000　 559,031,000　 1,074,869,000　
平成22年度 81 1,674,900,000　 325,736,000　 1,349,164,000　
平成23年度 88 1,957,200,000　 0　 1,957,200,000　
平成24年度 82 1,631,000,000　 0　 1,631,000,000　
合　　　計 644 12,477,900,000　 4,697,491,000　 7,780,409,000　
（注）平成24年度の貸付条件は次のとおりである。
　　１．償還期限は資金を借受けた翌年度から７年以内
　　２． 貸付利率は、12月１日貸付分が0.2％、１月10日貸付分が0.2％、２月１

日貸付分が0.2％、３月１日貸付分が0.2％、３月26日貸付分が0.2％である。

表⑹　自動車共済受託実績

区　　　分 車 両 共 済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

平
成
24
年
度

台 数 109,629台 113,617台 113,354台 336,600台

収入分担金 1,262,368,690円 958,551,390円 543,751,670円 2,764,671,750円
平
成
23
年
度

台 数 110,026台 114,510台 114,248台 338,784台

収入分担金 1,265,472,690円 953,527,760円 550,104,100円 2,769,104,550円
比
較
増
減
（
％
）

台 数 △397台
（△0.4％）

△893台
（△0.8％）

△894台
（△0.8％）

△2,184台
（△0.6％）

収入分担金 △3,104,000円
（△0.2％）

5,023,630円
（0.5％）

△6,352,430円
（△0.2％）

△4,432,800円
（△0.2％）

（注）△印は減を示す。

表⑺　自動車共済損害状況

区　　　分 車 両 共 済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

平
成
24
年
度

件 数 7,413件 2,120件 169件 9,702件

支払共済金 1,099,019,666円 360,775,949円 87,661,389円 1,547,457,004円

損 害 率 （87.1％） （37.6％） （16.1％） （56.0％）

平
成
23
年
度

件 数 7,174件 2,060件 178件 9,412件

支払共済金 1,201,444,823円 333,133,640円 108,298,674円 1,642,877,137円

損 害 率 （94.9％） （34.9％） （19.7％） （59.3％）
比
較
増
減（
％
）

件 数 239件 60件 △9件 290件

支払共済金 △102,425,157円 27,642,309円 △20,637,285円 △95,420,133円

損 害 率 （△7.8％） （2.7％） （△3.6％） （△3.3％）

（注）損害率＝支払共済金／収入分担金　△印は減を示す。
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事
業
概
要

本
組
合
は
、
町
村
職
員
の
所
有
す

る
住
宅
の
火
災
に
よ
っ
て
生
ず
る
財

産
の
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た
め
、

昭
和
二
十
九
年
四
月
消
費
生
活
協
同

組
合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協
と
し

て
発
足
し
、
火
災
共
済
事
業
を
開
始

し
た
。
そ
の
後
、モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
進
行
で
、
町
村
職
員
の
自
動
車

の
保
有
も
増
加
、
こ
れ
に
比
例
し
自

動
車
事
故
も
多
発
化
し
、
偶
然
の
自

動
車
事
故
に
よ
っ
て
生
ず
る
町
村
職

員
の
経
済
負
担
も
著
し
い
こ
と
か

ら
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
よ
り
自
動

車
共
済
事
業
を
併
せ
て
実
施
し
た
。
両
事
業
開
始
以

来
、
事
業
内
容
の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協
同
互
助

の
精
神
に
基
づ
く
町
村
職
員
等
の
生
活
の
安
定
に
寄

与
す
る
こ
と
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と
お
り

で
、組
合
員
に
つ
い
て
は
、前
年
度
比
三
三
五
人（
〇
・

二
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

火
災
共
済
事
業
は
、契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り
二
、

五
五
五
件
（
二
・
七
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済
掛
金

も
前
年
度
比
二
、
四
三
五
万
余
円
（
一
・
八
％
）
の

減
と
な
っ
た
。
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
、
契
約
件
数

で
前
年
度
よ
り
一
〇
五
件
（
〇
・
四
％
）
の
増
と
な

り
、
共
済
掛
金
は
前
年
度
比
五
〇
〇
万
余
円
の
増
と

な
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前
年
度
比

二
、
九
七
一
台
（
一
・
五
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
は
八
、
四
三
二
万
余
円
（
一
・
五
％
）
の
減
と

な
っ
た
。

一
方
、
共
済
金
の
支
払
は
、
火
災
共
済
事
業
で
前

年
度
比
一
一
八
件
（
二
三
・
五
％
）
の
増
と
な
っ
た

が
、
共
済
金
合
計
に
お
い
て
も
一
億
六
三
二
万
余
円

（
二
七
・
八
％
）
の
増
と
な
っ
た
。
ま
た
、
風
水
雪

害
特
約
共
済
金
の
給
付
に
つ
い
て
は
前
年
度
比
三
五

件
（
二
三
・
〇
％
）
の
増
と
な
り
、
共
済
金
合
計
に

お
い
て
は
七
、
五
八
八
万
余
円
（
二
七
・
四
％
）
の

減
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
災
害
見
舞
金
の
給
付
件
数

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
二
、
一
四
五
件
に
比
し
二
〇

三
件
、
災
害
見
舞
金
に
し
て
四
、
〇
七
四
万
余
円
の

給
付
が
あ
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
支
払
件
数
で
前
年
度
比

一
七
六
件
（
二
・
二
％
）
の
減
と
な
っ
た
が
、
共
済

金
合
計
に
お
い
て
は
一
億
七
、四
九
三
万
余
円
（
八
・

七
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

よ
っ
て
、
本
年
度
に
お
け
る
剰
余
金
を
も
っ
て
す

る
事
業
利
用
分
量
割
戻
金
は
、
火
災
共
済
が
二
〇
％

程
度
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
一
〇
％
、
自
動
車
共

済
は
一
二
％
程
度
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
二
十
四
年
度
事
業
概

要
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決
を
得
た
の
で
、
定
款

の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平

成

二
十
四
年
度

表 1　貸借対照表
平成25年３月31日現在

（単位：千円）

資
産

１ 流動資産 24,209,191 
預金 5,836,082 
有価証券 16,840,664 
その他 1,532,444 

２ 固定資産 1,943,708 
合　　計 26,152,900 

負
債
・
純
資
産

１ 共済契約準備金 13,451,895 
支払備金 1,989,859 
責任準備金 11,462,035 

２ 流動負債 289,276 *
負 債 計 13,741,171 

１ 出資金 1,683,466 
２ 法定準備金 6,382,065 
３ 地震等災害見舞金積立金 3,001,724 
４ 当期未処分剰余金 1,344,472 
（うち当期剰余金） （1,270,376）

純資産計 12,411,728 
合　　計 26,152,900 

（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）

表 3　平成24年度剰余金処分
（単位：千円）

１ 当期末処分剰余金 1,344,472 
２ 当期処分額 1,276,559 

法定準備金（剰余金の 1 / 5 ） 254,076 
事業の利用分量に応ずる割戻金 947,898 
地震等災害見舞金積立金 74,585 

３ 次年度繰越剰余金 67,913 

表 2　損益計算書
平成24年４月１日から平成25年３月31日まで

（単位：千円）

収
入

１ 共済掛金 6,978,461 
２ 共済契約準備金戻入 6,290,746 

支払備金戻入 1,902,477 
責任準備金戻入 4,388,269 

３ 資産運用収益 232,638 
４ 雑収入 18,618 

合　　計 13,520,465 

支
出

１ 支払共済金 2,874,043 
２ 見舞金等 42,479 
３ 管理費及び諸経費 2,582,419 
４ 共済契約準備金繰入 6,550,074 

支払備金繰入 1,989,859 
責任準備金繰入 4,560,215 

５ 資産運用費用 12,120 
合　　計 12,061,137 

経常剰余金 1,459,327 
法人税等 263,700 
法人税等調整額 △ 74,749
当期剰余金 1,270,376 
（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）
（注）△印は減を示す。

表 4　組合加入状況
区　分 人　員 口　数 出資金

平成24年度 174,647人 16,841,305口 1,684,130,520円
平成23年度 174,312　 16,989,420　 1,698,942,080　
比 較 増 減 335　 △ 148,115　 △ 14,811,560　
増 減 率 0.2％ △ 0.9％ △ 0.9％
平成22年度 175,573　 17,127,975　 1,712,797,540　
平成21年度 177,677　 17,246,860　 1,724,686,040　
（注）△印は減を示す。
　　 出資金額は預り出資金（１口100円未満の端数口数の累計額）
　　 664,320円を含む。

表 5　火災共済加入状況
区　分 共済契約件数 契約口数 共済掛金

平成24年度 92,114件 21,518,202口 1,292,727,100円 
平成23年度 94,669　 22,012,832　 1,317,079,880　
比 較 増 減 △ 2,555　 △ 494,630　 △ 24,352,780　
増   減   率 △ 2.7％ 　△ 2.2％ △ 1.8％
平成22年度 97,482　 22,587,434　 1,356,888,980　
平成21年度 99,727　 22,934,524　 1,378,430,210　
（注）△印は減を示す。

表 6　風水雪害特約共済加入状況
区　分 特約付加件数 契約口数 特約共済掛金

平成24年度 27,946件 6,392,466口 320,308,650円
平成23年度 27,841　 6,311,484　 315,306,480　
比 較 増 減 105　 80,982　 5,002,170　
増 減 率 0.4％ 1.3％ 1.6％
平成22年度 28,056　 6,322,773　 316,847,970　
平成21年度 28,339　 6,337,008　 317,368,610　
（注）△印は減を示す。
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表 8　火災共済金支払状況

区　分 火災共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 失火見舞費用共済金 合　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平成 24年度 620件 438,222,088円 622件 41,554,470円 221件 8,812,279円 1件 58,000円 488,646,837円 37.8％
平成 23年度 502　 337,228,561　 503％ 34,822,007　 174　 9,496,316　 3　 778,000　 382,324,884　 29.0　
比 較 増 減 118　 100,993,527　 119　 6,732,463　 47　 △ 684,037　 △ 2　 △ 720,000　 106,321,953　 8.8　
増   減   率 23.5％ 29.9％ 23.7％ 19.3％ 27.0％ △ 7.2％ △ 66.7％ △ 92.5％ 27.8％ －　
平成 22年度 436　 292,199,898　 437　 29,219,648　 159　 8,644,436　 1　 80,340　 330,144,322　 24.3　
平成 21年度 275　 350,616,756　 275　 39,263,408　 119　 11,583,708　 4　 1,000,711　 402,464,583　 29.2　

（注）△印は減を示す。

表10　見舞金支払状況
区　分 件　数 見 舞 金 一件当りの見舞金

平成 24年度 203件 40,749,000円 200,733円
平成 23年度 2,348　 1,043,765,500　 444,533　
比 較 増 減 △ 2,145　 △ 1,003,016,500　 △ 243,800　
増   減   率 △ 91.4％ △ 96.1％ △ 54.8％
平成 22年度 100　 79,307,000　 793,070　
平成 21年度 16　 1,378,000　 86,125　

（注）△印は減を示す。

表11　自動車共済金支払状況

区　分 対 物 賠 償 共 済 対 人 賠 償 共 済 合　　　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平成 24年度 6,964件 1,423,079,186円 743件 761,640,186円 7,707件 2,184,719,372円 40.7％
平成 23年度 7,146　 1,421,802,234　 737　 587,982,368　 7,883　 2,009,784,602　 36.9　
比 較 増 減 △ 182　 1,276,952　 6　 173,657,818　 △ 176　 174,934,770　 3.8　
増   減   率 △ 2.5％ 0.1％ 0.8％ 29.5％ △ 2.2％ 8.7％ -　
平成 22年度 7,359　 1,418,440,017　 811　 882,427,992　 8,170　 2,300,868,009　 41.4　
平成 21年度 7,197　 1,393,641,029　 851　 633,128,188　 8,048　 2,026,769,217　 35.8　

（注）△印は減を示す。

表12　自動車共済臨時費用支払状況

区　分 傷　　害 死　　亡 合　　計
件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額

平成 24年度 41件 1,230,000円 5件 500,000円 46件 1,730,000円
平成 23年度 34　 1,020,000　 6　 600,000　 40　 1,620,000　
比 較 増 減 7　 210,000　 △ 1　 △ 100,000　 6　 110,000　
増   減   率 20.6％ 20.6％ △ 16.7％ △ 16.7％ 15.0％ 6.8％
平成 22年度 48　 1,390,000　 8　 800,000　 56　 2,190,000　
平成 21年度 55　 1,650,000　 11　 1,100,000　 66　 2,750,000　

（注）△印は減を示す。

表 9　風水雪害特約共済金支払状況

区　分 特 約 共 済 金 臨 時 費 用 共 済 金 残存物取片づけ費用共済金 合　　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平成 24年度 187件 170,477,736円 188件 24,688,093円 89件 5,511,103円 200,676,932円 62.7％
平成 23年度 152　 241,646,213　 153　 32,475,047　 56　 2,436,787　 276,558,047　 87.7　
比 較 増 減 35　 △ 71,168,477　 35　 △ 7,786,954　 33　 3,074,316　 △ 75,881,115　 △ 25.1　
増   減   率 23.0％ △ 29.5％ 22.9％ △ 24.0％ 58.9％ 126.2％ △ 27.4％ -　
平成 22年度 53　 35,804,341　 53　 5,370,673　 25　 1,139,916　 42,314,930　 13.4　
平成 21年度 48　 70,096,543　 48　 8,459,499　 25　 1,071,699　 79,627,741　 25.1　

（注）△印は減を示す。

表 7　自動車共済加入状況
区　分 契約台数 共済掛金

平 成 24 年 度 199,490台 5,365,426,000円
平 成 23 年 度 202,461　 5,449,750,800　
比  較  増  減 △ 2,971　 △ 84,324,800　
増    減    率 △ 1.5％ △ 1.5％
平 成 22 年 度 205,846　 5,564,129,790　
平 成 21 年 度 209,041　 5,662,001,500　

（注）△印は減を示す。
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村
で
も
常
に
新
し
い
農
業
の
形
を
見

つ
め
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
震
災
後
、

縁
あ
っ
て
、
2
0
1
1
年
12
月
に
は

多
額
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
、
村
の
主
産
業
で
あ
る
農
業

の
再
生
と
雇
用
確
保
を
目
的
と
し
た

「
川
内
高
原
農
産
物
栽
培
工
場
」
の
建

設
が
具
体
化
。
村
は
以
前
か
ら
構
想

を
温
め
て
い
た
「
水
耕
栽
培
」
の
実

現
へ
と
始
動
し
た
の
で
す
。
村
の
安

全
で
豊
か
な
“
水
”、
外
気
を
完
全
に

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
密
閉
型
の
工

場
で
の
生
産
は
、
フ
ル
稼
動
す
れ
ば
、

毎
日
8
0
0
0
株
の
フ
リ
ル
レ
タ
ス

や
リ
ー
フ
レ
タ
ス
が
収
穫
可
能
。
安

全
安
心
な
野
菜
を
保
障
で
き
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
て
も
、“
土
”
を
使
わ
な

い
屋
内
栽
培
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で

営
農
し
て
き
た
村
民
の
理
解
を
得
る

こ
と
は
容
易
で
な
い
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
工
場
の
完
成
を
待

治
体
よ
り
も
、
い
ち
早
く
声
を
上
げ

た
帰
村
宣
言
。
村
は
、
村
民
の
生
活

の
た
め
に
、
常
に
前
向
き
、
積
極
的

に
動
い
て
き
ま
し
た
。
帰
村
に
関
し

て
は
、
も
ち
ろ
ん
村
民
に
強
制
す
る

も
の
で
は
な
く
、
そ
の
判
断
は
個
々

に
ゆ
だ
ね
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
役

場
機
能
の
帰
村
や
計
画
的
な
除
染
作

業
、
学
校
の
再
開
な
ど
、
村
内
で
の

生
活
の
不
安
材
料
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

抹
消
し
て
い
く
こ
と
で
帰
村
意
欲
が

起
き
る
よ
う
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
何
よ
り
帰
村
宣
言
へ
の
後

押
し
と
な
っ
た
の
は
、
村
の
豊
か
な

“
水
”。
村
に
は
も
と
も
と
水
道
施
設

が
あ
り
ま
せ
ん
。
村
全
体
が
、
井
戸

水
ま
た
は
湧
水
を
使
用
し
て
き
た
の

で
す
。
そ
し
て
、
数
回
に
わ
た
る
慎

重
な
計
測
に
よ
り
、自
慢
の
“
水
”
は
、

原
発
事
故
後
も
放
射
能
に
汚
染
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
中
で
も

特
に
重
要
な
“
水
”。
そ
れ
が
安
全
に

保
た
れ
て
い
る
こ
と
は
、
村
に
と
っ

て
何
よ
り
の
命
綱
で
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
農
業

　

新
し
い
栽
培
方
法
や
品
種
改
良
な

ど
、
進
化
を
続
け
る
日
本
の
農
業
。

　

2
0
1
3
年
4
月
26
日
、
川
内
高

原
農
産
物
栽
培
工
場
。
遠
藤
雄
幸
村

長
を
は
じ
め
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
会
場
は
、
あ
た
た

か
な
、
そ
し
て
力
強
い
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
計
画
か
ら
1
年
半
。
村

の
誇
り
で
も
あ
る
“
水
”
を
最
大
限

に
有
効
活
用
し
た
川
内
村
の
新
し
い

農
業
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
瞬

間
で
し
た
。

“
水
”
に
守
ら
れ
て

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
発

生
後
、
避
難
勧
告
を
受
け
た
ど
の
自

がんばってます、東北！

た
ず
に
、
試
験
栽
培
用
と
し
て
屋
内

栽
培
施
設
を
作
り
、
い
つ
で
も
内
部

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、

天
候
や
季
節
に
左
右
さ
れ
ず
日
々
育

つ
野
菜
た
ち
に
、
村
民
の
多
く
が
興

味
を
示
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

野
菜
を
絆
に

　

村
の
再
生
に
と
っ
て
大
き
な
存
在

と
な
る
こ
の
栽
培
施
設
は
、
本
当
に

た
く
さ
ん
の
企
業
や
団
体
の
あ
た
た

か
い
支
援
に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

伝
え
き
れ
な
い
感
謝
の
気
持
ち
を
力

に
、
よ
り
美
味
し
く
、
よ
り
た
く
さ

ん
の
野
菜
の
栽
培
を
実
現
す
る
べ
く
、

水
の
使
い
方
、肥
料
、光
の
当
て
方
等
、

常
に
研
究
を
重
ね
な
が
ら
、
3
年
後

の
本
格
操
業
を
目
指
し
ま
す
。
村
の

野
菜
が
再
び
全
国
に
流
通
し
、
そ
し

て
そ
れ
が
避
難
中
の
村
民
た
ち
の
帰

村
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
信
じ
な
が

ら
。

～
福
島
県
川
内
村
～

自
慢
の
水
は
村
の
い
の
ち
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随 想

随随

想想

岐
阜
県
の
南
西
部
、
揖
斐
・
長
良
の
両

河
川
に
囲
ま
れ
た
「
輪
中
地
帯
」
に
あ
る

輪
之
内
町
は
、
そ
の
清
流
に
育
ま
れ
た
豊

か
な
自
然
、
歴
史
に
培
わ
れ
た
風
土
を
生

か
し
、
輪
中
文
化
を
受
け
継
ぐ
田
園
の
町

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
面
積
は
約

22
平
方
㎞
、
人
口
は
約
一
万
人
、
東
海
道

新
幹
線
・
岐
阜
羽
島
駅
か
ら
車
で
約
10
分

程
に
位
置
す
る
典
型
的
な
都
市
近
郊
農
村

地
帯
で
あ
り
ま
す
。

本
町
に
は
厳
し
い
自
然
環
境
や
幾
多
の

水
害
を
克
服
し
、
今
日
の
繁
栄
を
築
い
て

き
た
先
人
た
ち
の
英
知
と
努
力
の
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
い
ま
を
生
き
る
私
た
ち
は
、

そ
れ
を
尊
重
し
つ
つ
着
実
な
一
歩
を
積
み

重
ね
て
い
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。

近
年
は
、
徐
々
に
町
人
口
が
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
価
値
観
の
異
な
る
町
民
の
合

意
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
関
係
者
が
ま
ち
づ
く
り
に

積
極
的
に
参
画
し
、
議
会
及
び
行
政
と
も

情
報
を
共
有
し
つ
つ
協
働
を
実
践
し
て
こ

そ
、「
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
と
実
感
で
き

る
ま
ち
」
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
平
成
22
年
3
月
に
県
下
の
町
村
で
は

初
め
て
の
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を

町
民
協
働
の
理
念
の
も
と
制
定
し
、
そ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
23
年
3
月
に
は
男
女
共
同
参
画
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
条
例
の
策

定
に
当
た
っ
て
は
町
民
か
ら
の
公
募
に
よ

る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
議
論
を
重
ね
ま
し

た
。
い
わ
ば
手
づ
く
り
の
条
例
で
あ
り
、

そ
の
実
効
性
に
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
19
年
12
月
に
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
、
省
資
源
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
県
下
で
初
め
て
大
規
模
商
業
者
、
町
民

団
体
、
当
町
と
の
合
意
に
基
づ
き
レ
ジ
袋

の
有
料
化
を
開
始
し
ま
し
た
。
小
さ
な
町

の
一
歩
で
し
た
が
他
市
町
村
に
大
き
な
波

及
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
受
け
と
め
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
住
民
自
ら

の
手
で
守
っ
て
い
く
機
運
を
醸
成
す
る
の

も
行
政
の
責
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成

21
年
12
月
に
は
自
然
環
境
保
全
の
シ
ン
ボ

ル
と
す
べ
く
、
絶
滅
危
惧
種
の
「
カ
ワ
バ

タ
モ
ロ
コ
」
を
保
護
す
る
町
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。
過
去
に
お
い
て
は
広
く
濃
尾

平
野
の
河
川
に
生
息
し
て
い
た
カ
ワ
バ
タ

モ
ロ
コ
も
現
在
で
は
本
町
の
一
部
で
確
認

さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

保
護
に
関
し
て
は
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が

有
り
ま
す
が
、
単
独
種
を
保
護
す
る
た
め

の
お
そ
ら
く
全
国
的
に
も
希
な
条
例
で
は

無
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
余
談
に
な
り

ま
す
が
、「
自
然
豊
か
な
住
み
よ
い
町
」

を
内
外
に
発
信
す
る
た
め
、い
わ
ゆ
る「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
」
の
か
わ
ば
た
く
ん
と
も
ろ
こ

ち
ゃ
ん
を
作
製
し
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
デ

ビ
ュ
ー
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
整
備
も
大
切

な
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
町
内
全
域
を
対
象
に
F
T
T
H
方
式

の
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
構
築
す
る
こ
と
と

し
、
平
成
23
年
4
月
か
ら
民
設
民
営
で
行

政
が
支
援
す
る
形
態
で
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
行
政
情
報
・
防
災
情
報
・

安
全
安
心
情
報
等
を
適
時
的
確
に
提
供
で

き
る
よ
う
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

す
こ
し
目
を
転
じ
ま
す
が
、
平
成
25
年

4
月
か
ら
子
育
て
支
援
策
と
し
て
高
校
生

世
代
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に
踏
み
切
り

ま
し
た
。
私
の
政
治
信
条
と
し
て
便
益
と

負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
何
で
も
無
料
化
す
れ
ば
良
い
と
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
各
種
負

担
が
現
役
世
代
に
偏
り
が
ち
な
現
状
を
思

う
と
、
そ
の
負
担
を
軽
減
し
つ
つ
将
来
の

地
域
を
担
う
人
材
の
健
や
か
な
成
長
を
願

う
施
策
の
導
入
も
、
今
こ
そ
必
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

人
口
減
少
の
時
代
に
入
り
、
各
地
方
自

治
体
の
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
様
々
で

あ
り
ま
す
。
財
政
の
健
全
性
を
保
持
し
な

が
ら
、
い
か
に
説
明
責
任
を
果
た
し
つ
つ

全
体
の
施
策
水
準
を
高
め
て
い
く
か
課
題

山
積
で
あ
り
ま
す
。
地
方
の
時
代
と
言
わ

れ
な
が
ら
も
、
残
念
な
こ
と
に
地
方
自
治

体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
制
度
対
応
が
追
い

つ
い
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
現
場
を
預

か
る
我
々
が
声
を
大
に
し
て
主
張
し
な
け

れ
ば
、真
の
自
主
自
立
は
成
し
え
ま
せ
ん
。

日
々
、
神
経
を
す
り
減
ら
し
な
が
ら
も
決

断
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
は
平
成
の
大
合
併
の
流
れ
の
な
か
で

自
主
独
立
の
途
を
選
び
ま
し
た
。
私
自
身

は
当
時
の
判
断
に
関
与
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
い
ま
は
住
民
が
そ
れ
で
良
か
っ
た
と

実
感
す
る
施
策

展
開
を
す
る
こ

と
が
私
の
役
割

と
受
け
止
め
て

お
り
ま
す
。

全
て
は
町
民

の
た
め
に
。

木き

野の

　
隆た

か

之ゆ
き

岐
阜
県
輪わ

之の

内う
ち

町
長

輪
中
の
町
に
生
き
る
。

住
民
の
幸
せ
を
求
め
て

△

 

か
わ
ば
た
く
ん
と
も
ろ
こ

ち
ゃ
ん
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「ゆとり」と「やすらぎ」のひととき

静かさと心地よさに配慮し、室内インテリア全体を落ち着いた雰囲気にまとめ、
ゆったりとしたやすらぎのひとときをお届けいたします。

シングル 119 室
平日料金 9,817円より

※1名利用の場合 9,326 円

※1名利用の場合 11,072 円

8,344円より

※1名利用の場合 8,778 円

http://www.zck.or.jp/kaikan/index.html

TIME of RELAXING

金曜日料金

7,854円より
土・日・祝日料金

ダブル 12室
平日料金13,282 円 
〈2名利用〉

11,289円
金曜日料金

10,626円
土・日・祝日料金

ツイン17室
平日料金18,480円より 
〈2名利用〉

15,708円より
金曜日料金

14,784円より
土・日・祝日料金

洋室シングル

洋室ダブル

洋室ツイン

15％
OFF

20％
OFF

15％
OFF

20％
OFF

15％
OFF

20％
OFF

SINGLE
ROOM

TWIN
ROOM

DOUBLE
ROOM

会議室・宴会場

カジュアルレストラン「ペルラン」

2階には広さと設備が多彩な、大小4つのホー
ル、会議室。高い機能性を持ち、さまざまな演
出が可能です。会議・研修、パーティーなどに
幅広くご利用いただけます。 

ランチタイム11:00 ～ 14:00
ティータイム14:00 ～ 17:00
ディナータイム17:00 ～ 22:00
（21:30 ラストオーダー）

SINGLE
ROOM

BLE
ROOM

会議室・宴会場

土・日・祝日は
リーズナブルに

和室もございますのでお問い合わせ下さい。
禁煙ルームをご用意しております。

土・日・祝日のご宿泊は、
平日料金の20％OFF
金曜日のご宿泊は、
平日料金の15％OFF

和食処「さいかち」

ランチタイム11:30 ～ 14:30
（14:00 ラストオーダー）

ディナータイム17:00 ～ 22:00
（21:30 ラストオーダー）

全国町村会館へのアクセスガイド

■有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町」3番出口徒歩 1分
■丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩 5分
■タクシー東京駅から約 20 分

ご宿泊の予約が、全国町村会館のWEB からお申し込みいただけます。

http://www.zck.or.jp/kaikan/index.html
お電話でのご予約・お問い合わせは

TEL 03（3581）0471
FAX 03（3581）0220
〒100-0014  東京都千代田区永田町 1丁目 11 番 35 号

市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。

11　平成25年 7 月22日 第2848号
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